
ＧＩＧＡスクール構想をけん引するＤＸリーディング校事業 
 
 

学びの改革支援課 

 
１ 事業目的 

1 人 1 台の端末整備が進んだものの、学校間・教員間で活用に差が生じているため、県内の先進校

（DX リーディング校）における教員と子どもたちの ICT 活用の実践例を情報発信し、県内各学校の１

人１台端末の効果的な活用につなげていく。 

 
２ 事業内容 

他校とのオンラインによる協働学習や授業連携を積極的に行う学校をDXリーディング校に指定し、

公開授業や SNS の活用等により成果を発信する。 

 

  ・DX リーディング校 ３校 

   箕輪町立箕輪西小学校、須坂市立東中学校、小川村立小川中学校 

 

【具体例】 
  

（１） 年間を通した実践的で体験的な教員研修の実施 

・DX リーディング校と協力校との定期的な研修 

・他県の先進校の視察を実施し、ICT 活用の最新情報を協力校等と共有 

 

（２） オンラインを活用した公開授業を定期的に開催 

・定期的な公開授業や、協力校との意見交換を実施 

 

（３） 学校と家庭において、子どもが自ら学ぶシームレスな端末活用 

・オンラインを活用した授業を日常化していくと同時に、家庭での CBT システムの利用などによ

り、学校内外での端末を使った学びを実施 

（CBT: Computer Based Testing コンピュータを使って問題に取り組むこと） 

 

（４） 児童会・生徒会、学校行事といった日常の学校生活での活用を促進 

・学習の場以外でのオンラインを活用した交流により、協力校と日常的につながる取組を実践 

 

３ 令和５年度予算額  100 万円 

 


